
年間スケジュール



１週間のオーガナイズ

※トップチームが土曜日に公式戦があると想定した場合です

・TR時間は基本的には平日は１６時or１６時半～２時間程度、土日に関しては他の部との兼ね合
いもあるため時間はバラバラです。



早稲田大学のプレースタイル



監督 外池 大亮

攻守におけるゲームマネジ
メントを追究しつつ、愚直
に泥臭くゴールを目指す、
ドライブの精神の体現。



活動内容

～マネージャー＆トレーナー～



3年 マネージャー 羽田拓矢



3年 マネージャー 高原歩希



3年 マネージャー 林 隆生



3年 マネージャー 西川 玄記



2年 マネージャー 菊池 彩花



2年 トレーナー 江田 祐基



活動内容

～授業と部活動の両立～



政治経済学部4年 小野寺拓海



社会科学部は、地理歴史・政治経
済などいろんなことを学べます。
その特性上、必修の授業も少ない
ので、時間割も練習と被らないよ

うにもできます！！

サッカー以外の学びによって、
サッカーでの思考の幅の広がり感

じています。

社会科学部4年 山田晃士



商学部２年 西田翔央



教育学部２年 中津留正大



理工学部２年 小林俊太



文化構想学部３年 宮脇有夢



人間科学部３年 髙橋佑太



スポーツ科学部２年 柴田徹



スポーツ科学部２年 監物拓歩



主な役職（様々な役職がありますが、今回は２つをピックアップしました。）

広報

～主な活動～
・HPでの試合結果の掲載
・SNSでの試合速報
・早慶戦に向けた企画
～自粛期間中に行った活動～
・#若い僕らができること
・Staying Eleven
・集まれ早稲田の森

社会貢献

～主な活動～
・ワセチャレ
→東伏見周辺の子供たちへのサッ
カー教室
・保育園や小学校でサッカー教室
・車いすサッカーの運営
・早稲田カップの運営
→東日本大震災の被災地を訪れ、
サッカー大会を開催



高校サッカーと大学サッカーの違い①

⒈ 組織的な違い、ピッチ外での違い

• マネージャーがいる。（J下部出身者）

• 戦術班がそもそもなく、選手たちで分析していることに対して
驚いた。

• 練習メニューを選手たちが考えること。

• ピッチ内だけに限らない活動範囲の広さ

• 様々な企画を立ちあげたり、問題に対してアプローチをし、社
会へ発信する姿勢は高校時代にはなかった。



高校サッカーと大学サッカーの違い②

⒉ サッカー面における違い

• 早稲田と似たような戦術を取り入れていたが、自チームの方が
攻撃に厚みがあった。まだシーズン始まってないからかもしれ
ないが。

• 大学サッカーの方が、明らかにプレースピードが早い。

• 高校時代に通用していたものが全く通用せず。変化しなければ
置いていかれるという印象を受けた。

• パワーや体格が全く違う。

• 筋トレの重要性がちがう。



高校サッカーと大学サッカーの違い③

⒊ 現時点でプロを目指す選手たちが大学に来てよかったと感
じること

• 高校時代の課題が改善できる環境がある。

• 常に上下関係がある中でサッカーをして来たが、お手本となる
選手が多い。

• なかなか自分の３つ年上とプレーすることはなかったため、い
ろいろな違いに気づける

• この4年間を無駄にしなければ、高卒のプロより多くの試合経
験ができプロに行ったときにすぐにスタメンで出れるくらい仕
上げられるのではないか。



留学することは可能か？



岡野周太



その他

• バイトはできるか？

→できます。部活動に支障が出ないように工夫してやっている人
が多いです。

• 長期休暇はあるか？

→あります。昨年度は、夏にはまとまったオフはなく、シーズン
が終わった１２月の中旬から１月の中旬まで１か月近くの長期オ
フがありました。

• 合宿はどこに行くのか？

→昨年は春に福島合宿と島原遠征、夏に石川遠征と菅平合宿があ
りました。


